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序章 飯山市まちづくり基本計画について 

１ 「まちづくり基本計画」とは               
（１）策定の目的 

『飯山市まちづくり基本計画』は、都市計画に関する長期的な方針を定めた「都市計画マスタープ

ラン」と、人口減少の中でも持続可能な都市構造を形成するための取組を定めた「立地適正化計画」

を組み合わせた計画であり、本市のまちづくり・都市計画の基本方針を定めるマスタープランです。 

『飯山市まちづくり基本計画』では、都市計画に関する事項だけでなく、市全体のまちづくりに関

する事項を定め、都市計画区域内では、都市計画法、立地適正化計画に基づく方策を展開し、都市計

画区域外では、関連分野の取組と連携してまちづくり方策を展開することとします。 

『飯山市まちづくり基本計画』の推進を通じ、中心拠点と周辺集落がしっかり結ばれる「多極ネッ

トワーク型コンパクトシティ」を目指すことで、人口減少・少子高齢化が進む中でも暮らし続けられ

る持続可能な都市構造を形成します。 

 
（２）計画の位置づけ 

『飯山市まちづくり基本計画』は、市の最上位計画である第５次総合計画、国土利用計画法に基づ

く市町村計画に即して定められた計画であり、本市が進める様々な施策・事業のうち、主に都市計画

の分野に関する取組について定めています。また、県が定める都市計画区域マスタープランにも即し

て定めており、県が定める広域的な都市計画とも連携を取ることとなっています。 

本市が個別の都市計画を決定・変更する場合は、『飯山市まちづくり基本計画』に即して定めるこ

ととなるため、基本計画は市の都市計画を総合的かつ体系的に示す長期的な指針となります。 

 

計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 
 

関連する主な計画等 

県が定める計画 飯山市が定める計画 

飯山市第５次総合計画、飯山市国土利用計画 

即する 

法定計画  

都市分野の計画 

飯山市総合戦略 
飯山市まちづくり基本計画 

 

 
都市計画区域の 

整備、開発及び 

保全の方針 

連携 
整合 

立地適正化計画 

即する 

都市計画決定（県） 都市計画決定（市） 

 

即する 踏まえる 
即する 

土地利用 
個
別
の
事
業 

長野県都市計画 

ビジョン 
即する 

飯山市過疎地域自立促進計画 

飯山市景観計画 

飯山市公共施設等総合管理計画 

整合 

都市計画マスタープラン 

飯山市健康増進計画 
都市施設 
市街地開発 

都市計画区域 
区域区分 

その他各種関連計画 

飯山市環境基本計画 
連携 
整合 

規制・誘導 事業化 
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（３）都市計画マスタープランと立地適正化計画との関係について 

『飯山市まちづくり基本計画』を構成する都市計画マスタープランと立地適正化計画は、それぞれ

以下のような制度に基づき創設された計画であり、他都市では２つの計画として別々に策定されてい

ます。 

しかし、両計画とも都市計画に関する長期的なマスタープランとしての性格を持つ計画であり、重

複する内容も多いこと、相互に連携する内容も多いことから、本市では、都市計画マスタープランの

改定と立地適正化計画の検討を一体的に進め、一つの基本計画としてとりまとめることとしました。 

このため、『飯山市まちづくり基本計画』では、都市計画マスタープランが担う長期ビジョンとし

ての役割と、立地適正化計画が担うアクションプランとしての役割を備えることを目指し、長期的な

継続性と汎用性、短期的な機動性と柔軟性を併せ持つ計画として策定しています。 

 

都市計画マスタープランと立地適正化計画との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・都市計画法第 18条の 2に規定される「市町村の都市計画に関

する基本的な方針」であり、平成４年の都市計画法改正によっ

て創設された制度です。 

・行政区域全体を視野に入れながら、住民等の意向や市独自の都

市政策なども反映して、長期的な都市計画の方向性を柔軟かつ

きめ細かく策定することができるようになっています。 

・都市計画マスタープランでは、都市全体及び各地区の将来像や

将来都市構造を明らかにした上で、土地利用や都市施設等の整

備の方向性を具体化することとなっています。 

・従来の都市計画に加え、居住や都市機能を誘導すべき区域や誘

導施設、誘導施策等を定めることができる計画であり、平成 26

年の都市再生特別措置法改正により創設された制度です。 

・誰もが公共交通により生活利便施設等にアクセスできる「コン

パクトシティ・プラス・ネットワーク」の都市構造を目指し、

緩やかな開発コントロール機能と、民間に対する補助金、金融

支援、税制優遇等による働きかけを有機的に組み合わせること

が重視されています。 

・立地適正化計画では、主に市街地（用途地域）を対象として、

都市機能と居住の誘導を図る区域と施策を明らかにするととも

に、立地を積極的かつ緩やかにコントロールする取組を継続的

に進捗管理することとなっています。 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 市の長期的なまちづ

くりの基本的考え方

と方向性、それらを

実現化するための具

体的な方策等を併せ

て定めるための計画 

立
地
適
正
化
計
画 

飯
山
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画 

統合 
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２ まちづくり基本計画の概要                   
（１）計画構成 

『飯山市まちづくり基本計画』は、この序章と、「第１章 飯山市の現況と課題」、「第２章 全体

構想」、「第３章 地域別構想」、「第４章 立地適正化計画」、「第５章 実現化方策と計画の進行管

理」の計６章で構成します。 

全体構想では、市全体のまちづくりの方向性を示し、地域別構想では、市内を生活圏等で区分した

地域を対象としたまちづくり方向性を示します。立地適正化計画では、生活に必要な都市機能の集積

や居住を推進していく区域について示します。実現化方策と計画の進行管理では、計画に位置づけた

方針や施策を具体的に実現・実行していくために必要な事項について定めます。 

 

飯山市まちづくり基本計画の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
（２）対象区域 

本計画の対象範囲は、都市計画区域外も含む市域全体とします。 

ただし、立地適正化計画は、その制度上、都市計画区域内のみが対象とされているため、都市計画

区域内では立地適正化計画に基づく方策を展開し、都市計画区域外では関連分野の取り組みとも連携

しながら様々な分野からまちづくり方策を展開していきます。 

 

  

 

 

 

 

１ 飯山市の現況と課題 

２ 

全
体
構
想 

将来像とまちづくり

の基本理念 

将来都市構造 

都市整備方針 

（分野別方針） 

まちづくりの視点から分析した課題、都市構造の視

点から分析した課題を整理 

目指すべきまちの将来像と、その実現に向けて取り

組むまちづくりの基本理念を設定 

都市の骨格（拠点・ネットワーク・ゾーン区分）を

設定 

土地利用の方針、都市施設の整備方針のほか、防

災、環境、景観、立地適正化に係る方針を設定 

飯
山
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画 

 
序 飯山市まちづくり 

基本計画について 

まちづくり基本計画策定の目的と背景、計画の概要

について整理 

 
市内を生活圏等で地域区分し、各地域の将来像と整

備方針等を設定 
３ 地域別構想 

５ 実現化方策と 

計画の進行管理 

計画策定後の具体的な施策（誘導施策等）や目標

値、計画の進行管理の考え方を設定 
 

 
立地適正化の考えに基づくまちづくりの考え方と、

都市機能集積・居住推進を図る区域を設定 
４ 立地適正化計画 
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（３）目標年次 

本計画は、令和２年（2020 年）を基準年とし、20 年後の令和 22 年（2040 年）を計画の目標年次

とします。なお、計画の前提となる人口等については、国勢調査年次である平成 27 年（2015 年）を

基準年として検討します。 

 

目標年次までの計画の進め方 

 現在 ５年後 10 年後 15 年後 20 年後  

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
領
域 

      

立
地
適
正
化
計
画
の
領
域 

      

 

 

 

 

 
 

 
 

具体的な取組、施策・事業を継続的に展開 

現況と課題 

目指す将来像・将来都市構造 

（全体構想・地域別構想） 

情勢の変化 

必要に応じて

計画見直し 

 

評価 評価 評価 

まちづくりの取組（都市整備方針） 

誘導施設 

区域・施策 

目標値等 

の設定 

評価 

立地適正化計画の領域は進捗や評価を踏まえて随時見直し 

 
例えば・・・ 

新たな誘導施策

の追加等 

必要に応じて

計画見直し 

 

 
例えば・・・ 

新たな誘導施設

の追加等 

必要に応じて

計画見直し 

 

 
例えば・・・ 

目標値の 

修正等 

必要に応じて

計画見直し 

 

 
例えば・・・ 

集積区域の 

見直し等 

① 市内で暮らし続けられるまちづくり 
② 既存の資源やストックを長く賢く使うまちづくり 
③ 厳しさと豊かさを持つ自然と共生するまちづくり 
④ 歴史と文化に誇りを感じられるまちづくり 
⑤ 人と人、地域と地域が支え合うまちづくり 

 必要な場合 

は見直しへ 

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
の
見
直
し 


